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環境・廃棄物関係のコンサルタント
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マレーシアプトラ大学（UPM）で学士号と修士号を取得し、福岡大学工学部で松藤教授のもと、博士号

（PhD）を取得。日本の廃棄物管理についても造詣が深い。

廃棄物管理の分野で20年以上の経験を持ち、国内の様々なプロジェクトに参画するほか、国連ハビタッ

トや国連環境計画などの国際会議でも活躍。

また、トレーニング及び意識向上活動にも貢献しており、国内外の会議やイベントにスピーカーとして招

聘されるなど、専門的知見は地元メディアにしばしば取り上げられている。

ほしの　 　さちよ

国連ハビタット福岡本部本部長補佐官

星野 幸代氏

2004年より国連ハビタット福岡本部に勤務。イラク担当専門官としてイラク復興事業に従事したのち、

現在は本部長補佐官として、廃棄物や上下水など環境分野のプロジェクトをアフリカやアジア太平洋地

域で実施している。国内では、自治体・公共機関・教育機関などの委員等を務める。

●モデレーター

まつふじ　　やすし

福岡大学 名誉教授

ＮＰＯ法人廃棄物管理アドバイザーネットワーク福岡 理事長　

松藤 康司氏

１９７１年、福岡大学薬学部製薬化学科卒 薬剤師 技術士（衛生工学部門） 博士（工学） 

専門分野は、廃棄物埋立、埋立地の微生物、廃棄物処理処分、途上国の廃棄物問題、使用済紙おむつの

再資源化システムの開発など。

１９８８年～１９９０年、ＪＩＣＡ長期専門家としてマレーシアに派遣され、 JICA や国連ハビタットの廃棄物

専門家として多くの国で福岡方式の技術移転を行っている。

２０１８年３月、福岡大学工学部定年退職後、福岡大学名誉教授に就任。

元廃棄物学会理事、副会長の他 IWWG 理事、JICA 集団研修（廃棄物処理処分）講師など。

たなか　 　あやこ

福岡大学工学部教授

田中 綾子氏

１９７９年、福岡大学薬学部卒業後、埋立地の微生物、モニタリング、コンポスト関係の専門家として、長年福

岡方式の研究に携わっている。途上国での福岡方式の技術移転の経験も豊富。2011 年、 福岡大学工学部

教授に就任し、 現在に至る。福岡市、 福岡県等の環境関係の各種委員を務めるなど活躍は多岐にわたって

いる。「令和 3 年度廃棄物 ・ 浄化槽研究開発功労者」として令和３年度環境大臣賞を受賞。博士（薬学）。

やまぐち　　つよし

環境大臣

山口　壯氏

出身地・兵庫県　衆議院議員　兵庫１２区、当選７回

昭和５４年・東京大学法学部卒業、平成元年・米国ジョンズ・ホプキンス大学院（博士号）修了。

昭和５４年、外務省（経済局国際機関第２課）入省後、外務省総合外交政策局国際科学協力室長等を歴任。

平成１２年に衆議院議員総選挙初当選（第４２回）。

令和３年環境大臣、内閣府特命担当大臣（原子力防災) (第一次岸田内閣）。 




